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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線に接続されたゲート電極、データ線に接続された一の電極、及び第１ノードに接
続された他の電極を含む第１トランジスタと、
　前記第１ノードに接続された一の電極及び第２ノードに接続された他の電極を含むキャ
パシタと、
　前記第２ノードに接続されたゲート電極、第１電源電圧に接続された一の電極、及び第
３ノードに接続された他の電極を含む第２トランジスタと、
　補償制御線に接続されたゲート電極、前記第２ノードに接続された一の電極、及び前記
第３ノードに接続された他の電極を含む第３トランジスタと、
　センシング制御線に接続されたゲート電極、前記データ線に接続された一の電極、及び
前記第３ノードに接続された他の電極を含む第４トランジスタと、
　前記第３ノードに接続されたアノード電極及び第２電源電圧に接続されたカソード電極
を含む有機発光素子と、を含む有機発光表示装置であって、
　前記有機発光表示装置の単位フレーム期間は、
　前記第３トランジスタをターンオンして前記第２トランジスタのしきい電圧を補償する
第１補償期間と、
　前記第４トランジスタをターンオンし、所定レベルのセンシング電圧により前記第２ト
ランジスタの駆動情報をセンシングして補償データを生成する第２補償期間と、を含む有
機発光表示装置。
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【請求項２】
　前記第２トランジスタの駆動情報は、
　前記センシング電圧により前記第２トランジスタに形成されるセンシング電流を、前記
データ線を介してシンクし、前記データ線に形成される電圧を測定して生成される、請求
項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第２トランジスタの駆動情報は、
　前記センシング電圧により前記第２トランジスタに形成されるセンシング電流を直接測
定して生成される、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１補償期間中、
　前記第２ノードには、前記第１電源電圧から前記第２トランジスタのしきい電圧を差し
引いた電圧が充電され、
　前記キャパシタには、前記データ線から供給される維持電圧と前記第２ノードに充電さ
れた電圧との電圧差に該当する電圧が充電される、請求項２～３のいずれか１項に記載の
有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記単位フレーム期間は、
　前記第１電源電圧をローレベルに設定し、前記第３ノードの電圧レベルをローレベル電
圧にリセットするリセット期間と、
　前記補償データによるデータ電圧を入力するデータ入力期間と、
　入力されたデータにより有機発光素子を発光させる発光期間と、をさらに含む、請求項
２～４のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第２トランジスタの駆動情報をセンシングして前記補償データを生成するセンシン
グ部と、
　前記センシング部から供給されるセンシングデータにより映像データを補償する制御部
と、をさらに含む、請求項２～５のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１トランジスタ、前記キャパシタ、前記第２トランジスタ、前記第３トランジス
タ、及び前記有機発光素子を少なくとも含む画素を２以上含む画素グループが定義され、
　前記第４トランジスタは、前記画素グループに含まれる１つの画素に形成され、
　前記画素グループに含まれる複数の画素は、前記第４トランジスタを共有する、請求項
１～６のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１補償期間において、前記第４トランジスタをターンオンし、前記第３ノードの
電圧を測定して補償データを生成し、
　前記単位フレーム期間は、
　前記データ線に初期化電圧を印加し、かつ、前記第４トランジスタをターンオンして、
前記第３ノードの電圧をリセットするリセット期間と、を含む、請求項１に記載の有機発
光表示装置。
【請求項９】
　走査線に接続されたゲート電極、データ線に接続された一の電極、及び第１ノードに接
続された他の電極を含む第１トランジスタと、
　前記第１ノードに接続された一の電極及び第２ノードに接続された他の電極を含むキャ
パシタと、
　前記第２ノードに接続されたゲート電極、第１電源電圧に接続された一の電極、及び第
３ノードに接続された他の電極を含む第２トランジスタと、
　補償制御線に接続されたゲート電極、前記第２ノードに接続された一の電極、及び前記
第３ノードに接続された他の電極を含む第３トランジスタと、
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　センシング制御線に接続されたゲート電極、前記第３ノードに接続された一の電極、及
びセンシング線に接続された他の電極を含む第４トランジスタと、
　前記第３ノードに接続されたアノード電極及び第２電源電圧に接続されたカソード電極
を含む有機発光素子と、を含む有機発光表示装置であって、
　前記有機発光表示装置の単位フレーム期間は、
　前記第３トランジスタをターンオンして前記第２トランジスタのしきい電圧を補償する
第１補償期間と、
　前記第４トランジスタをターンオンし、所定レベルのセンシング電圧により前記第２ト
ランジスタの駆動情報をセンシングして補償データを生成する第２補償期間と、を含む有
機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと容積を減ら
した様々なフラットパネル表示装置が開発されている。フラットパネル表示装置としては
、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置
（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍ
ａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈ
ｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。フラットパネル表示装置のうちの
有機発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する有機発光素子を利用して
映像を表示する。このような有機発光表示装置は、速い応答速度を有すると共に省電力で
駆動する長所がある。
【０００３】
　有機発光表示装置の画素回路は、データ電圧による駆動トランジスタのスイッチングを
利用して、第１電源電圧から有機発光素子に流れる駆動電流の大きさを制御し、有機発光
素子を発光させることによって所定の映像を表示する。
【０００４】
　ただし、有機発光表示装置において複数の有機発光素子を制御する駆動トランジスタは
、しきい電圧及び電荷移動度のような特性が互いに異なる場合もある。すなわち、同じデ
ータ電圧を印加しても、有機発光素子から出力される輝度量は互いに異なり得る。そして
、有機発光素子は、時間の経過と共に劣化が起こり得る。したがって、有機発光素子の特
性は変化する。すなわち、同じデータ電圧に対応して次第に低い輝度の光が生成され得る
。上記のような理由から、複数の有機発光素子には輝度偏差が発生し得、これによって表
示品質が低下する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２００６－００９２７１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、駆動トランジスタの特性及び有機発光素子の劣化を
効果的に補償して改善した表示品質を提供できる有機発光表示装置を提供することである
。
【０００７】
　本発明の課題は、以上で言及した技術的課題に制限されず、言及されていない他の技術
的課題は、次の記載から当業者が明確に理解できるであろう。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、走査線に接
続されたゲート電極、データ線に接続された一の電極、及び第１ノードに接続された他の
電極を含む第１トランジスタ、前記第１ノードに接続された一の電極及び第２ノードに接
続された他の電極を含むキャパシタ、前記第２ノードに接続されたゲート電極、第１電源
電圧に接続された一の電極、及び第３ノードに接続された他の電極を含む第２トランジス
タ、補償制御線に接続されたゲート電極、前記第２ノードに接続された一の電極、及び前
記第３ノードに接続された他の電極を含む第３トランジスタ、センシング制御線に接続さ
れたゲート電極、前記データ線に接続された一の電極、及び前記第３ノードに接続された
他の電極を含む第４トランジスタ、並びに前記第３ノードに接続されたアノード電極及び
第２電源電圧に接続されたカソード電極を含む有機発光素子を含む。
【０００９】
　前記有機発光表示装置の単位フレーム期間は、前記第３トランジスタをターンオンして
前記第２トランジスタのしきい電圧を補償する第１補償期間と、前記第４トランジスタを
ターンオンし、所定レベルのセンシング電圧により前記第２トランジスタの駆動情報をセ
ンシングして補償データを生成する第２補償期間を含み得る。
【００１０】
　前記第２トランジスタの駆動情報は、前記センシング電圧により前記第２トランジスタ
に形成されるセンシング電流を、前記データ線を介してシンクし、前記データ線に形成さ
れる電圧を測定して生成され得る。
【００１１】
　前記第２トランジスタの駆動情報は、前記センシング電圧により前記第２トランジスタ
に形成されるセンシング電流を直接測定して生成され得る。
【００１２】
　前記第１補償期間中、前記第２ノードには、前記第１電源電圧から前記第２トランジス
タのしきい電圧を差し引いた電圧が充電され、前記キャパシタには、前記データ線から供
給される維持電圧と前記第２ノードに充電された電圧との電圧差に該当する電圧が充電さ
れ得る。
【００１３】
　前記単位フレーム期間は、前記第１電源電圧をローレベルに設定し、前記第３ノードの
電圧レベルをローレベル電圧にリセットするリセット期間と、前記補償データによるデー
タ電圧を入力するデータ入力期間と、入力されたデータにより有機発光素子を発光させる
発光期間をさらに含み得る。
【００１４】
　前記有機発光表示装置は、前記第２トランジスタの駆動情報をセンシングして前記補償
データを生成するセンシング部と、前記センシング部から供給されるセンシングデータに
より映像データを補償する制御部をさらに含み得る。
【００１５】
　前記有機発光表示装置では、前記第１トランジスタ、前記キャパシタ、前記第２トラン
ジスタ、前記第３トランジスタ、及び前記有機発光素子を少なくとも含む画素を２以上含
む画素グループが定義され、前記第４トランジスタは、前記画素グループに含まれるいず
れかの画素に形成され、前記画素グループに含まれる複数の画素は、前記第４トランジス
タを共有できる。
【００１６】
　前記有機発光表示装置の単位フレーム期間は、前記第３トランジスタをターンオンして
前記第２トランジスタのしきい電圧を補償し、かつ、前記第４トランジスタをターンオン
し、前記第３ノードの電圧を測定して補償データを生成する第１補償期間を含み得る。
【００１７】
　前記単位フレーム期間は、前記データ線に初期化電圧を印加し、かつ、前記第４トラン
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ジスタをターンオンして、前記第３ノードの電圧をリセットするリセット期間をさらに含
み得る。
【００１８】
　上記課題を解決するための本発明の他の実施形態による有機発光表示装置は、走査線に
接続されたゲート電極、データ線に接続された一の電極、及び第１ノードに接続された他
の電極を含む第１トランジスタ、前記第１ノードに接続された一の電極及び第２ノードに
接続された他の電極を含むキャパシタ、前記第２ノードに接続されたゲート電極、第１電
源電圧に接続された一の電極、及び第３ノードに接続された他の電極を含む第２トランジ
スタ、補償制御線に接続されたゲート電極、前記第２ノードに接続された一の電極、及び
前記第３ノードに接続された他の電極を含む第３トランジスタ、センシング制御線に接続
されたゲート電極、前記第３ノードに接続された一の電極、及びセンシング線に接続され
た他の電極を含む第４トランジスタ、並びに前記第３ノードに接続されたアノード電極及
び第２電源電圧に接続されたカソード電極を含む有機発光素子を含む。
【００１９】
　前記有機発光表示装置の単位フレーム期間は、前記第３トランジスタをターンオンして
前記第２トランジスタのしきい電圧を補償する第１補償期間と、前記第４トランジスタを
ターンオンし、所定レベルのセンシング電圧により前記第２トランジスタの駆動情報をセ
ンシングして補償データを生成する第２補償期間を含み得る。
【００２０】
　前記第２トランジスタの駆動情報は、前記センシング電圧により前記第２トランジスタ
に形成される駆動電流を、前記センシング線を介してシンクし、前記センシング線に形成
される電圧を測定して生成され得る。
【００２１】
　前記有機発光表示装置では、前記第１トランジスタ、前記キャパシタ、前記第２トラン
ジスタ、前記第３トランジスタ、及び前記有機発光素子を少なくとも含む画素を２以上含
む画素グループが定義され、前記第４トランジスタは、前記画素グループに含まれるいず
れかの画素に形成され、前記画素グループに含まれる複数の画素は、前記第４トランジス
タを共有できる。
【００２２】
　本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動方法は、ゲートオン電圧の走査信号
によりターンオンされたスイッチングトランジスタを介してデータ電圧が印加される第１
ノード、有機発光素子のアノード電極と接続された第３ノード、第１電源電圧から前記第
３ノードに伝達される駆動電流を制御する駆動トランジスタのゲート電極に接続される第
２ノード、前記第１ノードと前記第２ノードとの間に接続される第１キャパシタを含む複
数の画素を含む有機発光表示装置の駆動方法であって、前記第３ノードの電圧を初期化す
るステップ、前記第３ノードと前記第２ノードとを接続して前記駆動トランジスタのしき
い電圧を補償するステップ、前記第１ノードにセンシング電圧を印加し、前記センシング
電圧により前記第３ノードに形成されるセンシング電流を利用して前記駆動トランジスタ
の駆動情報をセンシングするステップ、前記センシングした駆動情報が反映された補償映
像データによるデータ電圧を印加するステップ、及び前記印加されたデータ電圧により前
記有機発光素子が発光するステップを含む。
【００２３】
　前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するステップでは、前記第２ノードに前記第
１電源電圧から前記駆動トランジスタのしきい電圧を差し引いた電圧が充電され、前記第
１キャパシタには、前記第１ノードに印加される維持電圧から前記第２ノードに充電され
た電圧を差し引いた電圧が充電され得る。
【００２４】
　前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するステップは、前記第３ノードの電圧を測
定して補償データを生成するステップをさらに含み得る。
【００２５】
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　前記第３ノードの電圧を初期化するステップは、前記第３ノードと初期化電圧が印加さ
れる線とを接続し、前記線に第３ノードの電圧を放出し得る。
【００２６】
　前記センシング電圧は、前記データ電圧が印加されるデータ線を介して供給され得る。
【００２７】
　前記センシング電圧は、前記データ電圧が印加されるデータ線とは異なるセンシング線
を介して供給され得る。
【００２８】
　その他、実施形態の具体的な内容は、詳細な説明及び図面に含まれている。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、少なくとも次のような効果がある。
【００３０】
　各駆動トランジスタの特性偏差を補償し、有機発光素子の劣化程度を測定して補償する
ことによって輝度偏差の発生を防止でき、表示品質を向上できる。
【００３１】
　本発明の効果は、上記の内容に制限されず、さらに多様な効果が、本明細書内に含まれ
ている。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による画素の一例を示す回路図である。
【図３】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動動作を概略的に示す図である
。
【図４】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動動作のタイミング図である。
【図５】本発明の一実施形態による補償動作を示すグラフである。
【図６】本発明の一実施形態による補償動作を示すグラフである。
【図７】本発明の一実施形態による補償動作を示すグラフである。
【図８】本発明の一実施形態による制御部のブロック図である。
【図９】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の画素の回路図である。
【図１０】本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置の画素の回路図である。
【図１１】本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置の駆動動作のタイミング
図である。
【図１２】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動方法の順序図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明の利点及び特徴、これらを達成する方法は、添付する図面と共に詳細に後述する
実施形態において明確になるであろう。しかし、本発明は、以下で開示する実施形態に限
定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で実現されるものであり、本実施形態は
、単に本発明の開示を完全にし、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明
の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明は、特許請求の範囲によっ
てのみ定義される。
【００３４】
　素子（ｅｌｅｍｅｎｔｓ）または層が他の素子または層の「上（ｏｎ）」と記載された
場合、他の素子の真上にまたは中間に他の層または他の素子を介在する場合のすべてを含
む。明細書全体において、同一の参照符号は、同一の構成要素を示す。
【００３５】
　第１、第２などが多様な素子、構成要素を叙述するために使用されるが、これらの素子
、構成要素は、これらの用語によって制限されないことはいうまでもない。これらの用語
は、単に一つ構成要素を他の構成要素と区別するために使用するものである。したがって
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、以下で言及される第１構成要素は、本発明の技術的思想内で第２構成要であり得ること
は勿論である。
【００３６】
　以下、添付する図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
【００３７】
　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。図２は、本
発明の一実施形態による画素の一例を示す回路図である。
【００３８】
　図１及び図２を参照すると、有機発光表示装置１０は、表示部１１０、制御部１２０、
データ駆動部１３０、走査駆動部１４０、センシング部１５０、電源供給部１６０、補償
制御信号部１７０、及びセンシング制御信号部１８０を含む。
【００３９】
　表示部１１０は、画像が表示される領域であり得る。表示部１１０は、複数の走査線、
複数の走査線と交差する複数のデータ線、及び複数の走査線と複数のデータ線により定義
される複数の画素ＰＸを含み得る。複数のデータ線の各々は、複数の走査線と交差できる
。複数の画素ＰＸは、マトリックス状に配列された形態であり得る。複数のデータ線は、
行方向に延長され得、複数の走査線は、列方向に延長され得る。表示部１１０は、複数の
電源線、複数の補償制御線、及びセンシング制御線などをさらに含み得る。複数の電源線
、複数の補償制御線、及びセンシング制御線は対応する各画素と接続され得る。
【００４０】
　制御部１２０は、外部システムから制御信号ＣＳ及び映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を受信で
きる。ここで、映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は、複数の画素ＰＸの輝度情報を含んでいる。輝
度は、定められた数、例えば、１０２４、２５６、または６４個の階調（ｇｒａｙ）を有
し得る。制御信号ＣＳは、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、
データイネーブル信号（ＤＥ）、及びクロック信号（ＣＬＫ）を含み得る。制御部１２０
は、映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び制御信号ＣＳにより、第１～第６駆動制御信号（ＣＯＮ
Ｔ１～ＣＯＮＴ６）及び映像データＤＡＴＡを生成できる。制御部１２０は、垂直同期信
号（Ｖｓｙｎｃ）によりフレーム単位で映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を区分し、水平同期信号
（Ｈｓｙｎｃ）により走査線単位で映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を区分して、映像データＤＡ
ＴＡを生成できる。制御部１２０は、映像データＤＡＴＡを補償でき、補償映像データＤ
ＡＴＡ１を第１駆動制御信号ＣＯＮＴ１と共にデータ駆動部１３０に伝達できる。補償映
像データＤＡＴＡ１の生成については、より詳細に後述する。制御部１２０は、第２駆動
制御信号ＣＯＮＴ２を走査駆動部１４０に伝達でき、第３駆動制御信号ＣＯＮＴ３を電源
供給部１６０に伝達でき、第４駆動制御信号ＣＯＮＴ４を補償制御信号部１７０に伝達で
き、第５駆動制御信号ＣＯＮＴ５をセンシング制御信号部１８０に伝達でき、第６駆動制
御信号ＣＯＮＴ６をセンシング部１５０に伝達できる。
【００４１】
　走査駆動部１４０は、表示部１１０の複数の走査線に接続され、第２駆動制御信号ＣＯ
ＮＴ２により複数の走査信号（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を生成できる。走査駆動部１４０
は、複数の走査線にゲートオン電圧の複数の走査信号（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を順次に
印加できる。
【００４２】
　データ駆動部１３０は、表示部１１０の複数のデータ線に接続され、第１駆動制御信号
ＣＯＮＴ１により入力された補償映像データＤＡＴＡ１をサンプリング及びホールディン
グし、アナログ電圧に変更し、複数のデータ電圧（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を生成できる
。データ駆動部１３０は、複数のデータ電圧（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を複数のデータ線
の各々に伝達できる。表示部１１０の各画素ＰＸは、ゲートオン電圧の走査信号（Ｓ１、
Ｓ２、…、Ｓｎ）によりターンオンされ得、データ電圧（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を印加
され得る。データ駆動部１３０のデータ電圧（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）は、センシング部
１５０を通過して表示部１１０に提供され得る。
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【００４３】
　センシング部１５０は、第６駆動制御信号ＣＯＮＴ６により所定レベルのセンシング電
圧Ｖｇｐを生成し、これを複数の画素ＰＸに供給できる。センシング電圧Ｖｇｐは、各画
素ＰＸに含まれた有機発光素子ＥＬを所定の階調で駆動させる。センシング部１５０は、
センシング電圧Ｖｇｐをデータ線に提供できる。すなわち、センシング電圧Ｖｇｐは、デ
ータ線を介して各画素に提供される。ここで、センシング部１５０がセンシング電圧Ｖｇ
ｐを提供する場合、データ電圧（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）が出力される配線と複数のデー
タ線との接続は遮断され得る。
【００４４】
　電源供給部１６０は、第３駆動制御信号ＣＯＮＴ３により第１電源電圧ＥＬＶＤＤ及び
第２電源電圧ＥＬＶＳＳのレベルを決定でき、これを複数の画素に接続された複数の電源
線に供給できる。第１電源電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳは、各画素ＰＸの
駆動電流を生成できる。そして、電源供給部１６０は、所定レベルの維持電圧Ｖｓｕｓ及
び初期化電圧Ｖｉｎｔを複数の画素に提供できる。ここで、維持電圧Ｖｓｕｓ及び初期化
電圧Ｖｉｎｔは、複数のデータ線を介して各画素に提供され得るが、これに限定されない
。いくつかの実施形態において、表示部１１０は、維持電圧Ｖｓｕｓ及び初期化電圧Ｖｉ
ｎｔが提供される配線ラインをさらに含み得る。
【００４５】
　補償制御信号部１７０は、第４駆動制御信号ＣＯＮＴ４により補償制御信号ＧＣのレベ
ルを決定して、複数の画素に接続された複数の補償制御線に提供できる。ここで、補償制
御信号部１７０は、補償制御信号ＧＣを接続された補償制御線に同時に印加できる。ただ
し、これに限定されない。補償制御信号部１７０は、補償制御信号ＧＣを複数の補償制御
線に順次に提供することもできる。
【００４６】
　センシング制御信号部１８０は、第５駆動制御信号ＣＯＮＴ５によりセンシング制御信
号（ＳＥ１、ＳＥ２、…、ＳＥｎ）のレベルを決定して、複数の画素に接続されたセンシ
ング制御線に提供できる。ここで、センシング制御信号部１８０は、センシング制御信号
（ＳＥ１、ＳＥ２、…、ＳＥｎ）を接続されたセンシング制御線に順次に提供できる。
【００４７】
　図２は、表示部１１０に含まれる複数の画素のうちの一つの画素の回路構成を概略的に
示す図である。すなわち、第ｉ走査線ＳＬｉと第ｊデータ線ＤＬｊに接続された画素を例
示的に示しており、各画素の回路構成はこれに限定されない。
【００４８】
　図２を参照すると、画素ＰＸは、第１トランジスタＴ１、第２トランジスタＴ２、第３
トランジスタＴ３、第４トランジスタＴ４、第１キャパシタＣ１、及び有機発光素子ＥＬ
を含み得る。
【００４９】
　第１トランジスタＴ１は、走査線ＳＬｉに接続されたゲート電極、データ線ＤＬｊに接
続された一の電極、及び第１ノードＮ１に接続された他の電極を含み得る。第１トランジ
スタＴ１は、走査線ＳＬｉに印加されるゲートオン電圧の走査信号Ｓｉによりターンオン
されて、データ線ＤＬｊに印加されるデータ電圧Ｄｊを第１ノードＮ１に伝達できる。第
１トランジスタＴ１は、駆動トランジスタにデータ電圧Ｄｊを選択的に提供するスイッチ
ングトランジスタであり得る。ここで、第１トランジスタＴ１は、ｐ－チャネル電界効果
トランジスタであり得る。すなわち、第１トランジスタＴ１は、ローレベル電圧の走査信
号によりターンオン（ｔｕｒｎ－ｏｎ）され得、ハイレベル電圧の走査信号によりターン
オフ（ｔｕｒｎ－ｏｆｆ）され得る。
【００５０】
　第２トランジスタＴ２は、第２ノードＮ２と接続されたゲート電極、第１電源電圧ＥＬ
ＶＤＤに接続された一の電極、及び第３ノードＮ３に接続された他の電極を含み得る。第
２ノードＮ２と第１ノードＮ１との間には、第１キャパシタＣ１が位置し得る。すなわち



(9) JP 6654363 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

、第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と接続される一の電極及び第２ノードＮ２と接
続される他の電極を含み得る。第３ノードＮ３には、有機発光素子ＥＬのアノード電極が
接続され得る。第２トランジスタＴ２は、駆動トランジスタであり得、第２ノードＮ２の
電圧により、第１電源電圧ＥＬＶＤＤから有機発光素子ＥＬに供給される駆動電流を制御
できる。
【００５１】
　第３トランジスタＴ３は、補償制御線ＧＣＬｉに接続されたゲート電極、第２ノードＮ
２に接続された一の電極、及び第３ノードＮ３に接続された他の電極を含み得る。第３ト
ランジスタＴ３は、補償制御線ＧＣＬｉに印加されるゲートオン電圧の補償制御信号ＧＣ
ｉによりターンオンされ得る。第３トランジスタＴ３がターンオンされることにより、第
２トランジスタＴ２は、ダイオード接続され得る。第３トランジスタＴ３は、補償トラン
ジスタとして、第２トランジスタＴ２のしきい電圧を補償する第１補償期間にターンオン
され得る。
【００５２】
　第４トランジスタＴ４は、センシング制御線ＳＥＬｉに接続されたゲート電極、データ
線ＤＬｊに接続された一の電極、及び第３ノードＮ３に接続された他の電極を含み得る。
第４トランジスタＴ４は、センシング制御線ＳＥＬｉに印加されるゲートオン電圧のセン
シング制御信号ＳＥによりターンオンされ得る。ここで、第４トランジスタＴ４は、セン
シングトランジスタとして、第２トランジスタＴ２の駆動電圧を測定する第２補償期間に
ターンオンされ得る。第４トランジスタＴ４がターンオンされることにより、第ｊデータ
線ＤＬｊは、第２トランジスタＴ２と等電位であり得、現在の第２トランジスタＴ２の駆
動電圧は、第ｊデータ線ＤＬｊを介して測定され得る。第３トランジスタＴ３及び第４ト
ランジスタＴ４については、より詳細に後述する。
【００５３】
　有機発光素子ＥＬは、第３ノードＮ３に接続されたアノード電極、第２電源電圧ＥＬＶ
ＳＳに接続されたカソード電極、及び有機発光層（図示せず）を含み得る。有機発光層は
、基本色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）のうちの一つの光を出す。ここで、基本色は、
赤色、緑色、または青色の三原色であり得る。これらの三原色の空間的加重または時間的
加重により所望する色相を表示できる。有機発光層（図示せず）は、各色に該当する低分
子有機物または高分子有機物を含み得る。有機発光層を流れる電流により、各色に該当す
る有機物は発光して光を発散できる。
【００５４】
　図３は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動動作を概略的に示す図であ
る。図４は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動動作のタイミング図であ
る。図５～図７は、本発明の一実施形態による補償動作を示すグラフである。図８は、本
発明の一実施形態による制御部のブロック図である。
【００５５】
　以下、図３～図８を参照して、本実施形態の有機発光表示装置の駆動動作についてより
詳細に説明する。
【００５６】
　本実施形態による有機発光表示装置１０は、一フレーム期間中、図３に示すように動作
され得る。ここで、一フレーム期間（ｆｒａｍｅ）は、表示部１１０において一つの映像
が表示される期間を意味する。一フレーム期間は、リセット期間ａ、第１補償期間ｂ、第
２補償期間ｃ、データ入力期間ｄ、及び発光期間ｅを含み得る。リセット期間ａは、有機
発光素子の駆動電圧をリセットする期間であり得る。第１補償期間ｂは、駆動トランジス
タのしきい電圧を補償する期間であり得る。そして、第２補償期間ｃは、有機発光素子の
駆動電圧を測定し、データ電圧を補償する期間であり得る。データ入力期間ｄは、補償さ
れたデータ電圧を順次に提供される走査信号に対応して複数の画素に伝達する期間であり
得る。発光期間ｅは、伝達されたデータ電圧に対応して発光する期間であり得る。ここで
、リセット期間ａ、第１補償期間ｂ、及び発光期間ｅは、全体で一括して同時に行われ、
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第２補償期間ｃ及びデータ入力期間ｄは、各走査線別に順次に行われ得る。ただし、これ
に限定されない。リセット期間ａ、第１補償期間ｂ、及び発光期間ｅは順次に行われるこ
ともできる。
【００５７】
　第２電源電圧ＥＬＶＳＳは、リセット期間ａからデータ入力期間ｄまでハイレベル電圧
に維持され得る。第２電源電圧ＥＬＶＳＳのハイレベル電圧は、第１電源電圧ＥＬＶＤＤ
のハイレベル電圧と実質的に同じ電圧レベルであり得る。すなわち、リセット期間ａから
データ入力期間ｄの間、第２電源電圧ＥＬＶＳＳはハイレベル電圧を維持して、有機発光
素子ＥＬに駆動電流が流れることを防止できる。第２電源電圧ＥＬＶＳＳは、発光期間ｅ
にローレベル電圧に転換され得、これによって発生した第２トランジスタＴ２の駆動電流
により、有機発光素子ＥＬは発光できる。
【００５８】
　第１電源電圧ＥＬＶＤＤは、リセット期間ａを除く他のすべての期間でハイレベル電圧
に維持され得る。すなわち、リセット期間ａ中、第１電源電圧ＥＬＶＤＤは、所定期間ロ
ーレベル電圧が印加され得る。このとき、走査信号（Ｓ１、…、Ｓｎ）がゲートオン電圧
で印加され、第１トランジスタＴ１をターンオンさせることができる。走査信号（Ｓ１、
…、Ｓｎ）のゲートオン電圧は、ローレベル電圧であり得る。そして、データ線には所定
レベルのオン電圧Ｖｏｎが印加され得、オン電圧Ｖｏｎは第１トランジスタＴ１を介して
第１ノードＮ１に提供され得、第２トランジスタＴ２のゲート電圧に提供され得る。リセ
ット期間ａ中、第１電源電圧ＥＬＶＤＤと第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧差が逆転する。
これによって、有機発光素子ＥＬのアノード電極電圧がローレベル電圧の第１電源電圧Ｅ
ＬＶＤＤより高くなり、第２トランジスタＴ２の観点からは有機発光素子ＥＬのアノード
電極がソースになる。第２トランジスタＴ２のゲート電圧は概ね第１電源電圧ＥＬＶＤＤ
と類似しており、有機発光素子ＥＬのアノード電極電圧は、第２電源電圧ＥＬＶＳＳと有
機発光素子ＥＬに保存されていた電圧（概ね０～３Ｖ）の合計として第２トランジスタＴ
２のゲート電圧よりはるかに高い電圧になる。第２トランジスタＴ２のゲート－ソース電
圧が十分に負の電圧になって第２トランジスタＴ２がターンオンされ得る。この際、第２
トランジスタＴ２を介して流れる電流は有機発光素子ＥＬのアノード電極から第１電源電
圧ＥＬＶＤＤに流れ、究極的には有機発光素子ＥＬのアノード電圧がローレベル電圧の第
１電源電圧ＥＬＶＤＤと等しくなるまで流れる。すなわち、リセット期間ａは、有機発光
素子ＥＬのアノード電圧がローレベル電圧になるリセット動作が行われ得る。
【００５９】
　リセット期間ａ中、リセット動作が完了すると、第１電源電圧ＥＬＶＤＤは、ハイレベ
ル電圧に転換され得る。
【００６０】
　第１補償期間ｂ中、走査信号（Ｓ１、…、Ｓｎ）は、第１トランジスタＴ１をターンオ
ンするローレベル電圧で印加され得る。ここで、補償制御信号ＧＣが、所定期間ローレベ
ル電圧で印加され、第３トランジスタＴ３をターンオンさせることができる。第１トラン
ジスタＴ１の一の電極と接続されるデータ線には、所定のレベルの維持電圧Ｖｓｕｓが印
加され得る。維持電圧Ｖｓｕｓは、ターンオンされた第１トランジスタＴ１を介して第１
ノードＮ１に伝達され得る。ここで、補償制御信号ＧＣが印加されることにより第３トラ
ンジスタＴ３がターンオンされ、第２トランジスタＴ２はダイオード接続され得る。第２
トランジスタＴ２のゲート電極には、第１電源電圧ＥＬＶＤＤから第２トランジスタＴ２
のしきい電圧Ｖｔｈが差し引かれた電圧ＥＬＶＤＤ－Ｖｔｈが供給され得る。このとき、
第１キャパシタＣ１には、第１ノードＮ１の維持電圧Ｖｓｕｓと第２ノードＮ２の電圧Ｅ
ＬＶＤＤ－Ｖｔｈの電圧差に該当する電圧（Ｖｓｕｓ－ＥＬＶＤＤ＋Ｖｔｈ）が充電され
得る。このように第１補償期間ｂ中、第１キャパシタＣ１には、第２トランジスタＴ２の
しきい電圧Ｖｔｈに対応する電圧が充電される補償動作が行われ得る。第１補償期間ｂ中
、補償動作が完了すると、走査信号（Ｓ１、…、Ｓｎ）及び補償制御信号ＧＣは、ハイレ
ベル電圧に転換され得る。すなわち、第１補償期間ｂは、しきい電圧Ｖｔｈを補償する期
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間であり得る。図５～図７は、互いに異なる画素に配置された第２トランジスタ（Ｔ２ａ
、Ｔ２ｂ）の駆動特性を示すグラフである。図５に示すように、２つの第２トランジスタ
（Ｔ２ａ、Ｔ２ｂ）は、互いに異なるしきい電圧Ｖｔｈと電子移動度（μ）を有すること
が分かる。ここで、第１補償期間ｂにおいてしきい電圧Ｖｔｈを補償することにより同一
のしきい電圧を有し得る。より詳細に説明すると、しきい電圧Ｖｔｈの補償により有機発
光素子ＥＬに流れる駆動電流Ｉｄｓは、下記の式（１）の通りである。
【００６１】
【数１】

【００６２】
　（ただし、Ｖｄａｔは、しきい電圧補償以後に印加されたデータ電圧であり、ｋは、第
２トランジスタの特性により決定されるパラメータとして、電子移動度（μ）に相応する
パラメータである。）
　すなわち、駆動電流Ｉｄｓは、しきい電圧Ｖｔｈの偏差と関係なくデータ電圧Ｖｄａｔ
のサイズにより決定され得、有機発光素子ＥＬは、しきい電圧Ｖｔｈの偏差と関係なくデ
ータ電圧Ｖｄａｔに対応する明るさで発光できる。
【００６３】
　いくつかの実施形態において、各画素は、維持電圧Ｖｓｕｓを第１ノードＮ１に印加さ
せる維持トランジスタ（図示せず）をさらに含み得る。すなわち、維持電圧Ｖｓｕｓが第
１トランジスタＴ１に提供されるのではなく、維持電圧Ｖｓｕｓは、維持トランジスタ（
図示せず）を介して提供され得る。維持トランジスタは、走査信号と同じ信号でターンオ
ン、ターンオフが制御され得る。
【００６４】
　ただし、上記のように、しきい電圧Ｖｔｈを補償しても電子移動度（μ）の偏差により
第２トランジスタ（Ｔ２ａ、Ｔ２ｂ）は異なる特性を示し得る。第２補償期間ｃは、この
ような電子移動度（μ）の偏差を補償する期間であり得る。
【００６５】
　すなわち、第２補償期間ｃは、所定レベルのセンシング電圧Ｖｇｐを印加し、これによ
り第２トランジスタＴ２の駆動情報をセンシングして、補償データを生成する期間であり
得る。すなわち、第２トランジスタＴ２の駆動情報により電子移動度（μ）の偏差を補償
できる。第２トランジスタＴ２の駆動情報は、センシング電圧Ｖｇｐにより形成される駆
動電流Ｉｇｐを直接的にセンシングして生成され得る。ただし、これに限定されない。後
述する方法のように、駆動電流Ｉｇｐとデータ線をシンクし、データ線に形成される電圧
を測定して生成され得る。
【００６６】
　第２補償期間ｃは、センシング電圧印加期間Ｃ１、データ線初期化期間Ｃ２、及びセン
シング期間Ｃ３を含み得る。センシング電圧印加期間Ｃ１中、走査信号（Ｓ１、…、Ｓｎ
）は順次にターンオンされ得、これに対応して第１トランジスタＴ１にはセンシング電圧
Ｖｇｐが印加され得る。センシング電圧Ｖｇｐが印加されることにより、第２トランジス
タＴ２には、センシング電圧Ｖｇｐに相応するセンシング電流Ｉｇｐが発生し得る。セン
シング電圧Ｖｇｐは、所定の階調を示すデータ電圧であり得、上述したセンシング部１５
０から供給され得る。データ線初期化期間Ｃ２において、複数のデータ線には初期化電圧
Ｖｉｎｔが印加され得る。初期化電圧Ｖｉｎｔによりデータ線に蓄積されたセンシング電
圧Ｖｇｐは放電され得る。センシング期間Ｃ３中の所定期間、センシング制御信号ＳＥは
ローレベル電圧で印加され、第４トランジスタＴ４をターンオンさせ得る。第４トランジ
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スタＴ４がターンオンされることにより、初期化されたデータ線と第３ノードＮ３は接続
され得る。そして、データ線の一端には電流シンク部（図示せず）が接続され得、センシ
ング電流Ｉｇｐは、第３ノードＮ３からデータ線を介して電流シンク部に流れる。上記の
ようにシンク（ｓｉｎｋ）されたセンシング電流Ｉｇｐにより形成されるデータ線の電圧
をセンシング部１５０は測定できる。各画素で測定されたデータは、しきい電圧Ｖｔｈが
補償された状態の駆動トランジスタの電子移動度（μ）の偏差を反映した結果値であり得
る。センシング部１５０は、各画素で測定されたアナログ形態のデータ電圧をデジタル値
に変換できる。センシング部１５０は、デジタル値の測定データをマッピングしてセンシ
ングデータＳＤを生成でき、これを制御部１２０に提供できる。制御部１２０は、提供さ
れたセンシングデータＳＤを利用して映像データＤＡＴＡを補償して、補償映像データＤ
ＡＴＡ１を生成できる。制御部１２０は、上述した第１～第６駆動信号（ＣＯＮＴ１～Ｃ
ＯＮＴ６）を生成する信号処理部１２１、映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を処理して映像データ
ＤＡＴＡを生成する映像処理部１２２、及び映像データＤＡＴＡを補償する映像補償部１
２３を含み得る。映像補償部１２３は、センシング部１５０から提供されたセンシングデ
ータＳＤと映像処理部１２２から提供された映像データＤＡＴＡを利用して、補償映像デ
ータＤＡＴＡ１を生成できる。補償映像データＤＡＴＡ１は、第２トランジスタＴ２の電
子移動度（μ）の偏差が補償されたデータであり得る。映像補償部１２３は、特定画素の
第２トランジスタＴ２に印加されるデータ電圧量が多くなるように映像データＤＡＴＡを
補償して、隣接する第２トランジスタＴ２間の電子移動度偏差（μ）が発生しないように
できる。すなわち、図７のように、２つの第２トランジスタ（Ｔ２ａ、Ｔ２ｂ）は、ほぼ
同じ駆動特性を有するように補償され得る。
【００６７】
　ここで、第２補償期間ｃは、有機発光素子ＥＬに印加される駆動電流Ｉｄｓに対応され
る値を直接的に測定するため、有機発光素子ＥＬの劣化による特性変化も感知され得る。
すなわち、センシングデータＳＤは、このような有機発光素子ＥＬの劣化による特性変化
が反映されたデータであり得る。すなわち、第２補償期間ｃ中、劣化した有機発光素子Ｅ
Ｌに対する補償も行われ得る。補償映像データＤＡＴＡ１は、データ駆動部１３０に供給
され得、データ電圧に変換され得る。
【００６８】
　データ入力期間ｄにおいて、走査信号（Ｓ１、…、Ｓｎ）が、第１トランジスタＴ１を
ターンオンするローレベル電圧で順次に印加され、データ電圧が、これに対応して、第１
ノードＮ１に供給され得る。
【００６９】
　発光期間ｅにおいて、第１電源電圧ＥＬＶＤＤは、ハイレベル電圧を維持し、第２電源
電圧ＥＬＶＳＳは、ローレベル電圧に変動され得る。第２電源電圧ＥＬＶＳＳがローレベ
ル電圧に変動することによって、第２トランジスタＴ２を介して有機発光素子ＥＬに駆動
電流Ｉｄｓが流れる。駆動電流Ｉｄｓは、上述した式（１）のように算出される。ここで
、データ電圧に該当するＶｄａｔは、第２トランジスタＴ２の電子移動度偏差（μ）が補
償された状態であり得、表示部１１０の各画素の輝度偏差の発生は防止される。すなわち
、より改善された表示品質を提供できる。
【００７０】
　本実施形態による有機発光表示装置１０は、駆動トランジスタの特性及び有機発光素子
の劣化による変化を上述した補償期間で補償できるため、各画素の輝度偏差の発生を防止
でき、より改善された表示品質を提供できる。
【００７１】
　以下、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置について説明する。図９は、本発
明の他の実施形態による有機発光表示装置の画素の回路図である。
【００７２】
　図９を参照すると、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の画素は、第１トラ
ンジスタＴ１、第２トランジスタＴ２、第３トランジスタＴ３、第４トランジスタＴ４、



(13) JP 6654363 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

第１キャパシタＣ１、及び有機発光素子ＥＬを含み得る。
【００７３】
　ここで、第４トランジスタＴ４を除いた残りの構成に対する説明は、図１～図８に示す
実施形態による有機発光表示装置と実質的に同様であるため、重複する説明は省略する。
【００７４】
　本実施形態による第４トランジスタＴ４は、センシング制御線ＳＥＬｉと接続されたゲ
ート電極、第３ノードＮ３と接続された一の電極、及びセンシング線ＶＬｊに接続された
他の電極を含み得る。すなわち、第４トランジスタＴ４は、データ線ＤＬｊではない別途
のセンシング線ＶＬｊを介してセンシング電圧Ｖｇｐを提供され得る。また、第２トラン
ジスタの駆動情報のセンシングは、センシング線ＶＬｊを介して行われ得る。すなわち、
センシング線ＶＬｊの一端は電流シンク部（図示せず）と接続され得、センシング電圧Ｖ
ｇｐによるセンシング電流Ｉｇｐはセンシング線ＶＬｊに沿って流れ得、所定の電圧を形
成できる。センシング部１５０は、センシング線ＶＬｊに形成される電圧を測定できる。
センシング部１５０は、各画素で測定されたアナログ形態のデータ電圧をデジタル値に変
換できる。センシング部１５０は、デジタル値の測定データをマッピングしてセンシング
データＳＤを生成でき、これを制御部１２０に提供できる。すなわち、本実施形態による
有機発光表示装置は、データ線とセンシング線を共有せず、別に形成してより正確なセン
シングデータＳＤを生成できる。
【００７５】
　図１０は、本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置の画素の回路図である
。
【００７６】
　図１０を参照すると、本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置では、画素
グループＧＰが定義される。画素グループＧＰは、互いに異なる色を発光する少なくとも
二つの画素を含み得る。例示的に、画素グループＧＰは、赤、緑、青を各々表示するサブ
画素で構成された単位画素であり得るが、これに限定されない。各画素（ＰＸ１、ＰＸ２
）は、第１トランジスタＴ１、第２トランジスタＴ２、第３トランジスタＴ３、第１キャ
パシタＣ１、及び有機発光素子ＥＬを含み得る。ここで、画素グループＧＰに含まれるい
ずれかの画素には、第４トランジスタＴ４が形成され、画素グループＧＰに含まれる残り
の画素は、第４トランジスタＴ４を共有できる。すなわち、第４トランジスタＴ４は、画
素グループＧＰの中のいずれかの画素にのみ形成され得、形成された画素だけでなく画素
グループＧＰの残りの画素のセンシング作業を行うことができる。第４トランジスタＴ４
と画素グループＧＰに含まれる各画素とは選択的に接続され得、接続された各画素の駆動
トランジスタの駆動情報をセンシングできる。その他、本実施形態による有機発光表示装
置に関する他の説明は、図１～図８に示す有機発光表示装置に関する説明と実質的に同様
であるため省略する。
【００７７】
　図１１は、本発明のさらに他の実施形態による有機発光表示装置の駆動動作のタイミン
グ図である。
【００７８】
　本実施形態による有機発光表示装置で、一つの単位フレーム期間は、リセット期間ａ’
、第１補償期間ｂ’、第２補償期間ｃ、データ入力期間ｄ、及び発光期間ｅを含み得る。
ここで、第２補償期間ｃ、データ入力期間ｄ、及び発光期間ｅに関する説明は、図１～図
８に示す実施形態による有機発光表示装置に関する説明と実質的に同様であるため、重複
する説明は省略する。
【００７９】
　リセット期間ａ’は、有機発光素子の駆動電圧をリセットする期間であり得る。また、
第１補償期間ｂ’は、しきい電圧をデータ線で直接測定してセンシングデータを生成する
期間であり得る。
【００８０】
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　第２電源電圧ＥＬＶＳＳは、リセット期間ａ’からデータ入力期間ｄまでハイレベル電
圧を維持し得る。第２電源電圧ＥＬＶＳＳのハイレベル電圧は、第１電源電圧ＥＬＶＤＤ
のハイレベル電圧と実質的に同じ電圧レベルであり得る。すなわち、リセット期間ａ’か
らデータ入力期間ｄまで、第２電源電圧ＥＬＶＳＳは、ハイレベル電圧を維持して有機発
光素子ＥＬに駆動電流が流れることを防止できる。第２電源電圧ＥＬＶＳＳは、発光期間
ｅにローレベル電圧に転換され得、これによって発生した第２トランジスタＴ２の駆動電
流により有機発光素子ＥＬは発光できる。第１電源電圧ＥＶＬＤＤは、一フレーム期間中
ハイレベル電圧を維持できる。
【００８１】
　リセット期間ａ’中、走査信号（Ｓ１、…、Ｓｎ）は、ゲートオフ電圧レベルであるハ
イレベルを維持できる。ここで、リセット期間ａ’は、センシング制御信号ＳＥがローレ
ベルで提供される所定期間を含み得る。すなわち、リセット期間ａ’中、センシング信号
ＳＥにより、第４トランジスタＴ４はターンオンされ得る。これと同時にデータ線ＤＬｊ
を介して初期化電圧Ｖｉｎｔが供給され得る。初期化電圧Ｖｉｎｔが供給されるデータ線
ＤＬｊと、有機発光素子ＥＬのアノード電極と接続された第３ノードＮ３とは、第４トラ
ンジスタＴ４がターンオンされることにより接続され得る。ここで、初期化電圧Ｖｉｎｔ
はローレベル電圧であり得、例示的に０Ｖであり得る。有機発光素子ＥＬのアノード電圧
が初期化電圧Ｖｉｎｔと等しくなるまで、電流は第４トランジスタＴ４を介してデータ線
ＤＬｊに流れる。上記のように、本実施形態によるリセット期間ａ’は、有機発光素子Ｅ
Ｌのアノード電圧がローレベル電圧になるリセット動作が行われ得る。
【００８２】
　第１補償期間ｂ’中、補償制御信号ＧＣは、所定期間ローレベル電圧で印加されて第３
トランジスタＴ３をターンオンさせ得る。ここで、補償制御信号ＧＣが印加されることに
より第３トランジスタＴ３がターンオンされて、第２トランジスタＴ２はダイオード接続
され得る。第２トランジスタＴ２のゲート電極と第３ノードＮ３には、第１電源電圧ＥＬ
ＶＤＤから第２トランジスタＴ２のしきい電圧Ｖｔｈが差し引かれた電圧ＥＬＶＤＤ－Ｖ
ｔｈが形成され得る。第１補償期間ｂ’中、センシング制御信号ＳＥはローレベル状態で
あり得、第４トランジスタＴ４はターンオンされた状態であり得る。データ線ＤＬｊと第
３ノードの電圧は等電位状態であり得、センシング部１５０はデータ線ＤＬｊに形成され
る電圧を測定して第２トランジスタＴ２の電圧をセンシングできる。すなわち、第１電源
電圧ＥＬＶＤＤは一定の電圧レベルを有するため、測定された電圧値を利用して、第２ト
ランジスタＴ２のしきい電圧Ｖｔｈを算出できる。センシング部１５０は、各画素のしき
い電圧Ｖｔｈを算出して、これをデジタル値に変換できる。センシング部１５０は、変換
されたデジタル値をマッピングして第１センシングデータＳＤ１を生成し、これをメモリ
に格納できる。センシング部１５０は、第２補償期間ｃ中、図１～図８に示す実施形態と
実質的に同様の方法で第２センシングデータＳＤ２を生成でき、第１センシングデータＳ
Ｄ１と第２センシングデータＳＤ２を制御部１２０に提供できる。制御部１２０は、第１
センシングデータＳＤ１と第２センシングデータＳＤ２を利用して映像データＤＡＴＡを
補正でき、補正映像データＤＡＴＡ１を生成できる。
【００８３】
　以下、本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置の駆動方法について説明する。図１
２は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動方法の順序図である。
【００８４】
　図１２を参照すると、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動方法は、初期
化ステップ（Ｓ１１０）、しきい電圧補償ステップ（Ｓ１２０）、駆動情報センシングス
テップ（Ｓ１３０）、補償データ電圧印加ステップ（Ｓ１４０）、及び発光ステップ（Ｓ
１５０）を含む。
【００８５】
　ここで、有機発光表示装置は、ゲートオン電圧の走査信号によりターンオンされた第１
トランジスタＴ１を介してデータ電圧が印加される第１ノードＮ１、有機発光素子ＥＬの
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アノード電極と接続された第３ノードＮ３、第１電源電圧ＥＬＶＤＤから第３ノードＮ３
に伝達される駆動電流を制御する第２トランジスタＴ２のゲート電極に接続される第２ノ
ードＮ２、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との間に接続される第１キャパシタＣ１を含
む複数の画素を含み得る。有機発光表示装置は、上述した図１～図１１に示す有機発光表
示装置であり得、これに関する詳細な説明は省略する。また、図１～図１１を参照して、
本実施形態について説明する。
【００８６】
　まず、第３ノードの電圧を初期化する（Ｓ１１０）。
【００８７】
　ここで、第３ノードＮ３の電圧を初期化するステップは、第１電源電圧ＥＬＶＤＤをロ
ーレベルに設定し、第３ノードＮ３の電圧レベルをローレベル電圧にリセットするステッ
プであり得る。すなわち、初期化ステップにおいて、第２トランジスタＴ２は所定のオン
電圧が印加された状態であり得、有機発光素子のカソード電極と接続された第２電源電圧
ＥＬＶＳＳはハイレベル電圧が印加された状態であり得る。初期化ステップ（Ｓ１１０）
において、第１電源電圧ＥＬＶＤＤと第２電源電圧ＥＬＶＳＳの電圧差は逆転され得る。
これによって、有機発光素子ＥＬのアノード電極電圧がローレベル電圧の第１電源電圧Ｅ
ＬＶＤＤより高くなり、第２トランジスタＴ２の観点からは有機発光素子ＥＬのアノード
電極がソースになる。第２トランジスタＴ２のゲート電圧は、概ね第１電源電圧ＥＬＶＤ
Ｄと類似し、有機発光素子ＥＬのアノード電極電圧は、第２電源電圧ＥＬＶＳＳと有機発
光素子ＥＬに格納されていた電圧（概ね０～３Ｖ）の合計として第２トランジスタＴ２の
ゲート電圧よりはるかに高い電圧になる。第２トランジスタＴ２のゲート－ソース電圧が
十分に負の電圧になって第２トランジスタＴ２がターンオンされ得る。この際、第２トラ
ンジスタＴ２を介して流れる電流は、有機発光素子ＥＬのアノード電極から第１電源電圧
ＥＬＶＤＤに流れ、究極的には、有機発光素子ＥＬのアノード電圧がローレベル電圧の第
１電源電圧ＥＬＶＤＤと等しくなるまで流れる。すなわち、有機発光素子ＥＬのアノード
電圧である第３ノードの電圧は、ローレベル電圧に初期化され得る。
【００８８】
　ただし、第３ノードの初期化ステップ（Ｓ１１０）は、上述した内容に限定されない。
いくつかの実施形態において、第３ノードＮ３は初期化電圧Ｖｉｎｔが印加される線と接
続され得、初期化電圧Ｖｉｎｔが印加される線に第３ノードＮ３の電圧が放出され得る。
第３ノードと当該線は第４トランジスタＴ４を介して接続され得るが、これに限定されな
い。そして、初期化電圧が印加される線はデータ線であり得るが、これに限定されない。
別途のセンス線であり得る。
【００８９】
　続いて、しきい電圧を補償する（Ｓ１２０）。
【００９０】
　しきい電圧補償ステップにおいて、第３ノードＮ３と第２ノードＮ２とは接続され得、
これによって第２トランジスタＴ２のしきい電圧Ｖｔｈは補償され得る。すなわち、しき
い電圧補償ステップにおいて、第３ノードＮ３と一の電極が接続され第２ノードＮ２と他
の電極が接続された第３トランジスタＴ３は、補償制御信号によってターンオンされ得、
第３ノードＮ３と第２ノードＮ２を接続し得る。これによって、第２ノードＮ２には、第
１電源電圧ＥＬＶＤＤから第２トランジスタＴ２のしきい電圧Ｖｔｈを差し引いた電圧が
充電され、第１キャパシタＣ１には、第１ノードＮ１に印加される維持電圧Ｖｓｕｓから
第２ノードＮ２に充電された電圧を差し引いた電圧が充電され得る。すなわち、第１キャ
パシタＣ１に第２トランジスタＴ２のしきい電圧Ｖｔｈに対応する電圧が充電される補償
動作が行われ得る。
【００９１】
　また、いくつかの実施形態における第２トランジスタのしきい電圧を補償するステップ
は、第３ノードＮ３の電圧を測定して補償データを生成するステップをさらに含み得る。
第３ノードＮ３にはしきい電圧Ｖｔｈが反映された状態であるため、しきい電圧Ｖｔｈを
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直接センシングしたデータで補償データを生成することもできる。
【００９２】
　続いて、駆動情報をセンシングする（Ｓ１３０）。
【００９３】
　センシング部１５０は、所定レベルのセンシング電圧Ｖｇｐを印加し、これによる第２
トランジスタＴ２の駆動情報をセンシングできる。センシング電圧Ｖｇｐは、データ電圧
が印加されるデータ線を介して供給され得る。ただし、これに限定されない。データ電圧
が印加されるデータ線と異なる別途のセンシング線を介しても供給され得る。第２トラン
ジスタＴ２の駆動情報は、センシング電圧Ｖｇｐにより形成される駆動電流Ｉｇｐを直接
的にセンシングして生成できる。各画素で測定された駆動情報は、しきい電圧Ｖｔｈが補
償された状態の第２トランジスタの電子移動度（μ）の偏差を反映した結果値であり得る
。ただし、これに限定されない。駆動電流Ｉｇｐとデータ線をシンクし、データ線に形成
される電圧を測定して生成されることもできる。センシング部１５０は、センシングされ
た駆動情報をデジタル値に変換でき、これをマッピングしてセンシングデータＳＤを生成
できる。ここで、駆動情報は、有機発光素子ＥＬに印加される駆動電流Ｉｄｓに対応する
値を直接測定して算出したものであり、有機発光素子ＥＬの劣化による特性変化も感知さ
れ得る。すなわち、センシングデータＳＤは、このような有機発光素子ＥＬの劣化による
特性変化が反映されたデータであり得る。
【００９４】
　続いて、補償映像データを入力する（Ｓ１４０）。
【００９５】
　センシング部１５０は、センシングデータＳＤを制御部１２０に提供できる。制御部１
２０は提供されたセンシングデータＳＤを利用して映像データＤＡＴＡを補償し、補償映
像データＤＡＴＡ１を生成できる。補償映像データＤＡＴＡ１は、第２トランジスタＴ２
の電子移動度（μ）の偏差が補償されたデータであり得る。すなわち、制御部１２０は、
特定画素の第２トランジスタＴ２に印加されるデータ電圧量が多くなるように映像データ
ＤＡＴＡを補償して、隣接する第２トランジスタＴ２間の電子移動度の偏差（μ）が発生
しないようにすることができる。制御部１２０は、生成された補償映像データＤＡＴＡ１
をデータ駆動部１３０に供給でき、データ駆動部１３０は、順次に提供される走査信号に
より補償映像データＤＡＴＡ１を各画素に入力できる。
【００９６】
　続いて、画素を発光させる（Ｓ１５０）。
【００９７】
　発光ステップにおいて、第１電源電圧ＥＬＶＤＤは、ハイレベル電圧を維持し、第２電
源電圧ＥＬＶＳＳは、ローレベル電圧に変動され得る。第２電源電圧ＥＬＶＳＳがローレ
ベル電圧に変動することによって、第２トランジスタＴ２を介して、有機発光素子ＥＬに
駆動電流Ｉｄｓが流れ得る。駆動電流Ｉｄｓは、上述した式（１）のように算出する。こ
こで、データ電圧に該当するＶｄａｔは、第２トランジスタＴ２の電子移動度の偏差（μ
）が補償された状態であり得、表示部１１０の各画素の輝度偏差の発生は防止され得る。
【００９８】
　その他、有機発光表示装置の駆動方法に係る他の説明は、図１～図１１に示す有機発光
表示装置に含まれた同じ符号を有する説明と実質的に同様であるため、省略する。
【００９９】
　以上、添付する図面を参照して、本発明の実施形態について説明したが、本発明が属す
る技術分野で通常の知識を有する者は、本発明のその技術的思想や必須の特徴を変更しな
い範囲で他の具体的な形態で実施され得ることを理解できるであろう。したがって、上記
実施形態はすべての面で例示的なものであり、限定的なものではないと理解しなければな
らない。
【符号の説明】
【０１００】
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１０　有機発光表示装置、
１１０　表示部、
１２０　制御部、
１３０　データ駆動部、
１４０　走査駆動部、
１５０　センシング部、
１６０　電源供給部、
１７０　補償制御信号部、
１８０　センシング制御信号部。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】

【図８】
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【図１１】 【図１２】
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